
広
島
市
大
・
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

２６
日
に
リ
エ
ゾ
ン
フ
ェ
ス
タ

広
島
市
立
大
学
と
�財
広
島
市
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー
は
９
月
２６
日
午
後
１
時
か
ら
、

広
島
市
ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
プ
ラ
ザ（
中

区
袋
町
六
―
三
六
）
で
、「
リ
エ
ゾ
ン
フ
ェ

ス
タ
２
０
０
８
・
産
学
連
携
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
く
。

前
の
内
閣
官
房
内
閣
審
議
官
（
地
域
再

生
担
当
）
で
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
御
園

慎
一
郎
理
事
が「
地
域
活
性
化
の
た
め
に
」

を
基
調
講
演
。
広
島
市
立
大
国
際
部
の
富

永
憲
生
教
授
が
「
明
治
期
に
お
け
る
地
場

産
業
の
革
新
・
改
良
〜
広
島
県
を
事
例
と

し
て
〜
」、同
情
報
科
学
研
究
科
の
角
田
良

明
教
授
が
「
ア
ド
ホ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
安
心
安
全
へ
の
応
用
に
つ
い
て
」、同
芸

術
学
部
の
前
川
義
春
教
授
が
「
地
域
活
性

化
の
た
め
の
芸
術
展
示
・
活
動
に
つ
い
て
」

を
講
演
す
る
。
入
場
無
料
。
�電
八
三
〇
―

一
五
四
五
。

東
広
商
事
が

３
棟
目
の
再
資
源
化
工
場

産
業
廃
棄
物
収
集
・
運
搬
・
処
理
な
ど

の
東
広
商
事
�株
（
東
広
島
市
西
条
町
御
薗

宇
七
一
八
―
二
一
、
槇
廣
守
社
長
）
は
、

同
市
黒
瀬
町
小
多
田
字
新
立
一
六
―
八
三

の
県
営
黒
瀬
工
業
団
地
内
の
再
資
源
化
工

場
を
増
築
す
る
。完
成
は
１２
月
末
を
予
定
。

受
注
増
大
に
伴
う
狭
あ
い
化
の
解
消
と

効
率
化
を
図
る
た
め
、
昨
年
３
月
に
県
か

ら
取
得
し
た
既
存
工
場
の
隣
接
地
五
七
七

三
�
�
に
、
三
棟
目
の
再
資
源
化
工
場
延

一
三
二
〇
�
�
を
建
設
す
る
。
同
社
は
、

０
２
年
１０
月
か
ら
同
団
地
で
再
資
源
化
工

場
を
稼
働
。
主
に
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、

燃
え
殻
、
汚
泥
、
ば
い
塵
、
鉱
さ
い
な
ど

の
産
業
廃
棄
物
の
中
間
処
理
を
行
い
、
セ

メ
ン
ト
原
料
や
製
鉄
原
料
に
再
資
源
化
し

て
い
る
。
現
在
、
本
社
の
ほ
か
安
芸
郡
府

中
町
の
マ
ツ
ダ
構
内
と
呉
市
広
末
広
の
王

子
製
紙
呉
工
場
構
内
に
営
業
所
を
置
き
、

産
廃
関
係
で
は
神
戸
製
鋼
所
、
Ｊ
Ｍ
Ｓ
、

シ
ャ
ー
プ
、
中
国
電
力
な
ど
二
九
〇
社
と

直
接
取
り
引
き
し
て
い
る
。

ひ
ろ
し
ま
産
業
振
興
機
構

モ
デ
ル

ベ
ー
ス

開
発
人
材
フ
ォ
ー
ラ
ム

�財
ひ
ろ
し
ま
産
業
振
興
機
構
は
１０
月
２８

日
午
前
１０
時
半
か
ら
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ

ィ
ア
広
島
で
、「
モ
デ
ル
ベ
ー
ス
開
発
人
材

養
成
フ
ォ
ー
ラ
ム

開
発
フ
ロ
ー
の
効
率

化
〜
概
要
か
ら
最
新
情
報
・
適
用
事
例
」

を
開
く
。

電
気
通
信
大
シ
ス
テ
ム
工
学
科
の
新
誠

一
教
授
が
「
設
計
と
生
産
を
つ
な
ぐ
Ｍ
Ｂ

Ｄ
」
を
基
調
講
演
す
る
ほ
か
、
マ
ツ
ダ
技

術
研
究
所
の
進
矢
義
之
主
幹
研
究
員
が「
マ

ツ
ダ
に
お
け
る
モ
デ
ル
ベ
ー
ス
開
発
適
用

の
紹
介
」、三
菱
自
動
車
工
業
電
子
技
術
部

電
子
試
験
担
当
の
酒
井
邦
宏
主
任
が
「
Ｈ

Ｉ
Ｌ
Ｓ
を
用
い
た
Ｍ
Ｂ
Ｄ
検
証
工
程
の
紹

介
」
を
講
演
す
る
。
無
料
、
定
員
一
五
〇

人
。
�電
二
四
〇
―
七
七
〇
八
。

熱
は
な
く
食
欲

も
完
璧
、
で
も
咳

だ
け
が
止
ま
ら
な

い
！
こ
ん
な
経
験

皆
さ
ん
一
度
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？

熱
が
続
け
ば
受
診
さ
れ
る
で
し
ょ
う
が
、

「
仕
事
」
を
考
え
る
と
つ
い
市
販
の
咳
止

め
で
や
り
過
ご
し
て
し
ま
い
が
ち
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
要
注
意
！
た
と
え
肺
炎
で
も
必

ず
熱
が
出
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
今
日
は

咳
に
関
す
る
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
お
伝

え
し
ま
す
。

ま
ず
期
間
。
咳
以
外
に
症
状
が
な
く
て

も
二
週
間
以
上
続
く
場
合
は
要
注
意
。
日

本
で
も
ま
だ
、結
核
は
撲
滅
さ
れ
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、今
年
注
目
さ
れ
た

百
日
咳
や
腫
瘍
の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

次
に
時
間
帯
。
目
覚
め
と
と
も
に
咳
が

出
る
の
か
、
日
中
か
、
夜
寝
る
前
か
、
深

夜
が
多
い
か
？
特
に
深
夜
に
悪
化
す
る
咳

は
要
注
意
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
肺
や
気
管
支
だ
け
が
原
因
場
所

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
鼻
炎
・
副
鼻
腔
炎
も

昼
夜
問
わ
ず
口
呼
吸
と
な
る
た
め
乾
い
た

激
し
い
咳
を
誘
発
し
ま
す
。

そ
し
て
医
療
機
関
で
治
療
し
て
い
る
の

に
改
善
し
な
い
咳
。
薬
の
処
方
日
数
は
病

気
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
仮
に
五
日
処

方
の
場
合
、
五
日
間
は
受
診
し
な
く
て
い

い
と
い
う
意
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
三
日

程
度
続
け
て
も
改
善
傾
向
が
無
け
れ
ば
ぜ

ひ
再
診
し
て
下
さ
い
。
一
軒
目
で
治
ら
な

い
場
合
、
す
ぐ
別
の
医
療
機
関
を
受
診
す

る
の
も
良
し
悪
し
で
す
。
初
め
の
状
況
が

分
か
ら
な
い
と
同
じ
検
査
を
繰
り
返
さ
な

く
て
は
い
け
な
い
事
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
風
邪

の
季
節
に
入
り
ま
す
。
予
防
が
大
切
な
の

は
皆
さ
ん
ご
存
知
で
す
が
、
意
外
に
「
う

が
い
」
は
ど
こ
で
も
で
き
る
と
は
限
り
ま

せ
ん
。
そ
ん
な
時
は
水
分
を
一
口
で
も
い

い
で
す
か
ら
含
ん
で
下
さ
い
。「
疲
れ
た
体
」

と
「
乾
燥
し
た
喉
」

を
風
邪
は
見
逃
し
て

は
く
れ
ま
せ
ん
。

仕
事
も
大
切
で
す

が
、
あ
な
た
が
倒
れ

た
ら
大
変
で
す
。
ぜ

ひ
元
気
で
乗
り
切
っ

て
く
だ
さ
い
。

咳
の
話

広
島
市
西
区
医
師
会
理
事

鈴
が
峰
今
中
医
院

河
村
り
ゅ
う

３
Ｇ
１５

Ｑ

見
出
Ｇ
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